
令和6（2024）年度 市民・市民周知WG 事業計画

SC協議会への提案
実施を予定する
SC協議会事業

提案の実現（SC協議会
としての事業化）を目
指したアクション

①調布のイベント情
報や事業者情報の共
有システムの価値向
上

同システムを活用した新たな事業の検討

お出かけ情報サービス
（リアルタイム経路検索
システム）との連携・情
報提供

―

②デジタルデバイド
の解消

・対象を個人から団体・組織へ
＞地域活動団体の構成員がスマホを活用できるように
なることで情報共有や情報発信が進む。
⇒団体の活性化 ⇒調布の活性化

・団体を対象としたデジタルデバイド対策を
SC協議会や行政と協働で開催

―

上布田自治連合会主催の
スマホ講習会の開催(予定)
※自治会減少対策としての国
の提言を参考に企画
※東京都の自治会向け助成金
活用

③情報伝達デジタル
化の推進

・自治会や地域活動団体、サークルなどへの展
開も考慮(防災WGとの連携）

―
市内商店会を対象とした
デジタル的な情報伝達の
更なる実証実験の実施

④地域メディアの活
用促進や広報マイン
ドの醸成

・行政メディアだけに頼らない広報（地域資源
を活用した多様な広報展開）や広報への取り組
み方などを協議会で検討
→協議会参加企業と市の各部署担当者との勉強
会など

―

市民周知に役立つ講習会
やセミナーの実施
※調布地域情報化推進協議会
の事業として開催
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②デジタルデバイドの解消
上布田自治連合会主催スマホ講習会 開催報告
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上布田自治連合会主催スマホ講習会 開催報告
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③情報伝達デジタル化の推進

情報伝達デジタル化事業

◆情報伝達デジタル化システムについて

・メール・ショートメッセージ（SMS）・FAXで一斉送信。
・それぞれ届いたかどうか、「送信結果」を表示。
・メールとＳＭＳは、送信内容を読んだかどうかの「既読確認」
が可能。
・出欠の確認が必要な場合（新年会や総会など）は、出欠確認
フォームを作成。
（投稿はメールで受信できるほか、回答の一覧表のダウン
ロードも可能）
・返信がない会員や念押しをしたい場合などに、簡単に
再送信が可能。

＊将来展望
・ＬＩＮＥへの送信もできるよう開発を検討。
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情報伝達デジタル化事業

（非公開箇所）
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④地域メディアの活用促進や広報マインドの醸成

■講習会の開催

・開催日：2024年10月3日（木）18:30～
・開催場所：調布市文化会館たづくり８階 映像シアター
(ハイブリッド開催） ※入場無料
・主催：調布地域情報化推進協議会

・タイトル（案）
～行政・公的機関職員・地域活動団体のみなさまへ～

人の行動を変える「ナッジ」と「コミュニティデザイン」
について学ぼう

・講習内容(案）
市民のみなさまに「もっと関心を持ってもらいたい」「ルールを守ってもらいたい」などの課題の解決に、
近年、多くの自治体で「ナッジ」という手法を活用する動きがでてきています。
「ナッジ」とは人々の行動を望ましい方向に促すために用いられ、「人々の自由な選択を尊重しつつ、
より良い選択をするように促す方法」です。これにより、市民の健康、環境保護、公共安全などに関する行動を
改善することを目指しています。
「コミュニティデザイン」の視点も取り入れた狛江市のナッジの導入事例などもご紹介いただくとともに、
地域活動団体やサークルなどのみなさまの活動にもヒントとなる情報・考え方が学べる講習会です。

・講師：狛江市ナッジ・ラボ・一般社団法人 狛江まちみらいラボ 協力：特定非営利活動法人Policy Garage（予定）

（非公開箇所）
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◆その他
調布経済新聞で参画企業の取り組みを記事紹介

2024年7月9日：NTT様


